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例  言

1 本書は、長野県上田市二の丸に所在する国指定史跡上田城跡に復元された本丸東虎口櫓門の復元
工事報告書である。

2 本書の内容は、今工事に至るまでの経過、櫓門の設計経過、復元工事の概要、復元前と竣工後及
び工事中の写真、設計図面の主要なものを掲載した。また、平成2年度以降に実施された上田城跡

整備の概要と写真の一部を合わせて掲載した。

3 本書の編集、執筆は上田市教育委員会社会教育課が行った。

4 本丸東虎口櫓門復元工事に関わる資料は、上田市教育委員会社会教育課と上田市建設部建築課に
おいて保管している。

参考文献

『史跡上田城跡整備基本計画書』上田市教育委員会  平成3年 3月
『史跡上田城跡西櫓・南櫓・北櫓修理工事報告書』上田市教育委員会

『復元大系 日本の城 第3巻北信越』(′閑ぎょうせい 平成4年 11月

『郷土の歴史 上田城』上田市立博物館 日召和63年 3月
『真田史料展』上田市立博物館 昭和58年 10月
『仙石氏史料展』上田市立博物館 昭和59年 10月
『松平氏史料展』上田市立博物館 昭和60年 10月
『上田市史』上田市 昭和15年 3月

昭和62年 3月
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18年 の小田原攻めのおり、秀久は旧臣を集めて勝手に参戦 し、その戦功が認められて先の罪を許さ

れ、信濃国佐久郡小諸城主となったのである。この秀久は、伏見城内において大盗賊石川五右衛門を

捕らえたという伝説でも知られており、その賞として秀吉より拝領した名器「千鳥の香炉」は明治5

年に皇室に献納され、御物となっている。

元和 8年 (1622)に 小諸より入封 した秀久の子の忠政は、徳川秀忠の許可を得て寛永 3年 (1626)よ り

上田城の復興に着手した。彼の上田城復興に対する熱意は並大抵のものではなく、築城の奉行を勤め

た家臣原五郎右衛門に宛てた直筆の覚書の中で細部に至るまで細かく指示を与え、全権をゆだねてい

る。城普請は2年後の寛永 5年 に忠政が病床に臥すまで続けられ、その後の忠政の病死と重臣間の抗
争などの藩内事情から再開されることなく未完成に終わった。

現在見ることのできる上田城の大部分は、このときに築かれたもので、本丸は7棟の重層隅櫓と東
西 2棟の櫓門及び土塀などが完成 したものの、二の丸、三の丸は堀、土塁、石垣などの普請 (土木工

事)が完成 しただけで櫓や門を建てる作事 (建築工事)は手付かずに終わった。しかし、最近の発掘
調査の結果、二の丸の諸虎口にも櫓門の礎石が据えられていたことが確認され、忠政の計画では二の

丸にも建物を建てる予定であったことが窺われる。

仙石氏は忠政以後、政俊、政明と3代84年間にわたって上田を治め、塩田平の溜池の築造、改修な
どによる農業振興と上田縞 (紬 )な どの産業育成に力を注いだ。

3 松平氏在城時代
宝永 3年 (1706)、 但馬国出石へ移封となった仙石氏と交代で松平忠周が上田藩主となった。この松

平氏は三河以来の徳川氏の一族で、藤井松平氏と呼ばれている。

藤井松平氏の祖、松平信一は姉川合戦に家康の名代として徳川軍を率いて奮戦 し、その武勲により

織田信長より着用 していた小文地桐紋付章胴服 (市立博物館蔵・重要文化財)を拝領した。以後、藤
井松平氏はこの胴服に用いられていた五三の桐紋を家紋とした。

松平氏の在城期間は明治維新までの 7代 160年余に及び、上田城と城下町の形はこの時代に整備さ

れたものが現代に受け継がれている。上田城については、千曲川の大洪水により崩壊の危機に瀕した

尼ケ淵を石垣により大改修 したほか、石垣、建物の修理がたびたび行われた。

松平氏は譜代大名として、幕府の要職をたびたび勤めたが、特に8代忠優は幕末の動乱期に老中と
なり、井伊直弼らとともに多難な国政に当たった傑物として知られている。内政面では、経済の発達

や産業の振興にともない、上田独自の文化が育まれ、幾多の人材が輩出したが、宝暦騒動に代表され

る一揆 も多発 した時代であった。
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第 2節 上田城歴代城主

真田 昌幸 安房守

信之 伊豆守 慶長 5年 (1600)入封  元和 8年 (1622)松代移封

仙石 忠政 兵部大輔  6万 石 元和 8年 (1622)入封  寛永 5年 (1628)没

政俊 越前守     ク      寛永 5年 (1628)襲封  延宝2年 (1674)没
弟政勝に矢沢 2,000石 を分知 (寛文 9年 )

政明 越前守   5万 8,000石    寛文 9年 (1669)襲 封  宝永3年 (1706)出 石移封

松平 忠周 伊賀守   5万 8,000石    宝永 3年 (1706)入 封  享保13年 (1728)没

忠愛 伊賀守     ク      享保13年 (1728)襲 封  宝暦 8年 (1758)没

弟忠容に塩崎 (現長野市)5,000石 を分知 (享保15年 )

忠順 伊賀守   5万 3,000石    寛延 2年 (1749)襲 封  天明3年 (1783)没

忠済 伊賀守 天明3年 (1783)襲 封  文政11年 (1828)没

忠学 伊賀守 文化 9年 (1812)襲 封  嘉永 4年 (1851)没

忠優 伊賀守 天保元年(1830)襲 封  安政 6年 (1859)没

忠礼 伊賀守 安政6年 (1859)襲 封  明治 2年 (1869)版 籍奉還

城 主 名 石  高
9万5,000石

(沼 田領を含む)

入封・襲封年

天正11年 (1583)築 城

移封 0没年

慶長5年 (1600)改易

ク

ク

ク

ク

ク

一 イー
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6 類例資料
古写真や絵図等で確認できない櫓門背面や細部の造作などの部分については、上田城に現存する隅

櫓や旧藩主屋敷表門、全国の城郭に遺存する櫓門等の類例資料を参考にして、地域性、時代的特徴等

を綿密に考証 して設計された。

第 3節 櫓門復元に至る経過
上田城跡は、昭和初期に本丸 。二の丸のほぼ全域が公園となり、同9年 12月 28日 、文部省より国の史

跡に指定され、市民の憩いの場として親しまれて現在に至っている。しかし、中核的な市民公園とし

て各種の施設や顕彰碑の建設が城跡内で集中的に行われたため、「史跡上田城跡」として最も重要な

部分である城郭の遺構や歴史的景観が損なわれる結果を招いた。

昭和50年代以降、物質的な豊かさから精神的な豊かさを求める時代へと変化し、それまでの機能最

優先で画一的なまちづくりに代わり、それぞれの郷土の風土や歴史の魅力を踏まえた特徴あるまち
づ

くりが求められるようになった。このような社会情勢と市民意識の変化を背景に、国民共有の文化財

としての上田城跡のあり方を考え、史跡としてふさわしく整備していくために上田市教育委員会は、

文化庁、長野県教育委員会の指導、助言のもとに、各地の専門研究者、地元学識経験者、関係職員か

らなる「上田城跡公園整備計画研究委員会」を昭和63年度に設置して2年間に及ぶ検討を重ね、その答

申に基づいて平成3年 3月 に「史跡上田城跡整備基本計画」を策定した。

「史跡上田城跡整備基本計画」では、上田城跡の整備を短期
。中期 。長期の3期 に分けて段階的に

実施していくこととし、計画的な発掘調査の実施、発掘結果と正確な史資料にもとづく遺構の復元整

備、城跡にふさわしくない施設等の移転、城構えをふまえた史跡範囲の拡大などを基本方針として示

している。そして最終的には、本丸、二の丸内の全域において史実に忠実な遺構の復元整備を行うと

ともに、周辺に広がる旧城下の町並みを結ぶ歴史の散歩道を整備し、上田市の歴史シンボルとして、

文化 (教育)的 な利用を主体とする目標を掲げている。

整備基本計画の短期整備事業としては、各虎口及び本丸郭内の整備に重点をおき、早期に城郭とし

ての概容を整備することを目標としており、.平成2年度より継続的に各虎口や本丸郭内の発掘調査を行

い、調査結果に基づいて二の丸北虎回の石垣復元、本丸堀の浚渫、空中電線の地中埋設、本丸内店舗

兼住宅の移転等の諸整備事業を実施した (事業の詳細につては第4章 を参照)。

本丸東虎口櫓門の復元工事は、この短期整備事業のひとつとして計画され、平成2年度に発掘調査を

行い、前節で述べた史資料をもとに平成3年度に設計が実施され、文化庁の許可を得て復元工事が開始

された。櫓門の設計と復元工事にあたっては、監修を上田城跡公園整備計画研究委員の一人で、城郭

建築の研究者である昭和女子大学教授平井聖先生にお願いし、設計及び工事監理は古建築復元に実績

のある(′閃白井大萱建築事務所の大萱昭芳氏にお願いした。

_8-
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挿図3 本丸東虎口発掘
調査遺構全景

挿図4 本丸東虎口北側
小礫群

挿図5 現存石垣中央部の
切り欠き
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第 3節 事業組織
本丸東虎口櫓門復元工事の着工から竣工に至るまでの事業関係者は下記のとおりである。

上 田 市

入

教  育  長
教 育 次 長

社会教育課長

文 化 係 長

建 設 部  建 設 部 長

建 築 課 長

建 築 係 長

技   師

監  修
設計監理

長
　
　
役
　
　
役

市
　
　
助
　
　
収

永野 裕貞
竹下 悦男
佐藤 次雄
平尾 哲男
赤沼袈裟重

内藤

小沢

須藤
上白
寸 局

中村

尚

良行

清彬

隆史

博美

岡田 洋一
中沢 徳士
尾見 智志
久保田敦子

塩崎 幸夫
清水  彰

(平成6年 3月 27日 退任)

(平成6年 3月 28日 就任)

(平成4年 9月 30日 退任)

(平成4年10月 26日 就任)

(平成 6年 3月 31日 退任)

(平成4年 3月 31日 退任)

(平成4年 4月 1日 着任

平成5年 9月 30日 退任)

(平成 5年 10月 1日 着任)

(担当者)

(平成 5年 4月 1日 着任)

教育委員会

主
　
王ヽ
　
主
　
王ヽ
　
主

査

任

事

事

事

田中

原

堀場

岡村

若林

要 (平成 4年 3月 31日 退任)

昌孝 (平成 4年 4月 1日 着任・

平成 6年 3月 31日 退任)

勝哉

和晴

彰 (担当者)

昭和女子大学教授 。東京工業大学名誉教授

(′閑白井大萱建築事務所

工 学 博 士

取 締 役 社 長

同 ・副 社 長

平井

白井
-4-古
ノヽ 上圭

藤村

聖

武男
口,″童L口口力

文誉

一 ″ 一
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土居葺工事

瓦 製 作

左 官 工 事

塗 装 工 事

金 物 工 事

板 金 工 事

電気設備工事

本丸東虎口櫓門復元工事

共通仮設工事

櫓門建築工事

基礎工事 (石工事を含む)

木 工 事

屋根工事

左官工事

建具工事

土塀建築工事

基礎工事 (石工事を含む)

木 工 事

屋根工事

左官工事

外 構 工 事

排水設備工事

電気設備工事

第 3節 工事期間
平成4年 3月 23日 ～平成6年 2月 28日

平成 5年 1月 11日 ～平成6年 2月 28日

平成 5年 1月 18日 ～平成 5年 4月 10日

平成 5年 4月 5日 ～平成 6年 1月 12日

平成 5年 7月 30日 ～平成 5年 12月 10日

平成 5年 7月 5日 ～平成 5年 12月 13日

平成 6年 2月 7日 ～平成 6年 2月 23日

平成 5年 8月 21日 ～平成 5年 10月 14日

平成 5年 8月 9日 ～平成 6年 1月 22日

平成 5年 11月 26日 ～平成 5年 12月 14日

平成 5年10月 19日 ～平成 6年 2月 9日

平成 6年 2月 1日 ～平成 6年 2月 26日

平成 5年 3月 16日 ～平成 5年 3月 27日

平成 5年 1月 12日 ～平成 6年 2月 16日

ク

屋 根 惣
い兼松製瓦工業

美濃邊鬼瓦工房

0戸谷工業所

菊 池 塗 装

m掲   摩

柳沢治平板金

mト ーエネック

取 締 役 社 長

代 表 取 締 役

代 表 取 締 役

上田営業所長

施工部主任

杉本惣兵衛

兼松 智久
美濃邊恵一

戸谷 啓治
山岸介五郎

菊池 忠継
苅谷 泰廣
柳沢 源治
中村  靖
塚田 直樹

一 %一
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第6節 工事仕様書
1通  則
総  則

この工事が文化財の復元工事であることを作業員一同に充分認識させ、伝統的諸工法により

工事を実施する。

仕 様 書

特記なき事項は、建設大臣官房長営繕部監修建築工事共通仕様書 (平成3年度版)に よる。
別途工事

本工事施工にあたっては、関連ある別途工事施工者と連絡を密にし、円滑な工事施工を図る

現場管理

工事に際しては、近接施設を損傷しないように充分に養生を行い、車両及び材料の搬出入に

おいても、安全対策に配慮し、監督者とよく打ち合わせを行い、その指示に従い施工するこ

と。

工事施工上の危険防止及び衛生上のことに関しては、法規上必要とする各種申請を行い適切

に対処する。

工事現場においては、常に整理整頓を行い、工事関係者以外の侵入防止、ならびに防災対策

について充分留意すること。

工  法
本建物の施工にあたっては、社寺古建築の慣習工法に則り施工するものであり、特記仕様書

ではその仕様や施工法はその概要を示すものである。施工にあたり記載以外の必要事項または

疑義を生じた場合は、すべて監督者の指示に従って実施する。

範  囲
本建物の施工にあたり設計図書記載以外の事項といえども社寺古建築の慣習上、構造上、外

観上、自然付帯すべき工事は本工事範囲に含む。その施工は監督者の指示により行う。

変  更
現場の収まり、取合わせなどの関係で、材料の寸法、取付位置または取付工法を多少変更

し、あるいはこれによって取付数量を多少増減するなどの軽微な変更は、監督者の指示によっ

て行う。この場合において請負金額の増減はしない。

現場代理人

現場代理人とは、工事請負契約書に規定する現場代理人をいう。現場代理人には、多年にわ

たり社寺及び文化財建造物の工事に携わったことがある者で、予め工事経歴書を提出し、監督

者の承諾を受けた者をあてる。

こと。

一 お 一



一″一

°2■7研ラ⑦昇IttFI田豪°C影)El¥窪孝
`鼎

⑦単日Fl¥難Tρ了¥I群
γ  ¥

°2準冨燿6
T El喜易l⑫昇昇瑠η`冨濯尋(コ乱YOシ×Y08)酢畢γnY聖孝逓辮童Iρ了考昇湯凶童I

酢暑日童I
°ツ準甲着ηV講

)9尋予⑦争γηコ聾?曇Elマ讐η` lttEI導窪⑫I酢尋国手曇国擢擢O T El喜易f⑫昇最瑞
国I箔

政Z・・・・・・……手イン9×シ……・・・解M
政シ・・…・……子イン9×ラ……・・・解ヽ

`
酬ショキキ 章含―

`γ
↓

09準甲普¥酬当 」早8骨Ψ静酬シa v、/4r∠―rl乙
°2準撃懲7昇昇瑠準1)。平ヤEI努響

η`7⑫ヽフF]1営ψttL」章⑦茸倉彰璽FI努響°2準甲着O FDl喜易f⑫昇最瑞孝⑫争⑫聖上
章含I諮

°2準聾聖尋撃翠Ittq努響E10YEIマ
「

離I｀理工骨孝以fI酪9ヽ7興I具
章含聾聖

°2準孟暫El皓回η`甲激イヽ監

絆爾並
°Cμ■YFllヨロ)2準冒斡)ηPコY蒙平⑫

)3熙孝離I↓ηヽ筆勁予Y配講夕平⑦T面、Юzヾ普γη騨予aw□o F Elェー
`4r―

子Y
コY蒙平

°2準筆劫以絆夏可⑫コ離↓gゞ

自へヽ像⑫ν檻⑫へヽ妥El勤F`I僻絆ツ準ビ珊El型而°2準I寧ヘヽツ尋科IE■当E177⑦へヽ↓%下
昇昇珊)η Pi首当Fl絆」早削印⑦動⑫ン0`証燃O`T軍q`¥勒孝因擢喜国`喜降国`I騨

4面・国本当。国I騨
°9

準阜■彰軍ギ|コ1窮χYヽ轟珍当ヽ型■ヽ具着〕1皐¥k孝喜耳)シ手ァヽl揺絆擢γ η tteDlマ誹

具着揺絆
°2準日勁尋⑦97q激0｀(1薔み▽ヨ⑦昇最瑠)シ準ア1揺絆ツ準日勁

YFu揺絆
°2(1釜孝擢Ψ⑦昇長瑠FI●監ツ準アTて今回η`y7°%手ア⑫♀⑦TW

今回Fl γ準⑫争γνゞ聖勤｀゙マ孝昇業Ittρ■習惟担`事音口1揺絆彰裏9準日珊El童IV
島揺絆田鱗

―



2 仮設工事
概  要

櫓門建築予定地には素屋根足場を建設するほか、現場事務所兼作業員休憩所、工作小屋、便

所などを設ける。作業地域の周囲には境界柵を仮設し、正面の出入口にはシー トゲートを設置

する。

構  造
素屋根は、単管 トラスの合掌に端太角の母屋とする。屋根はカラー鉄板波板張 りとし、一部

タキロンで明かり取 りとする。

外部足場は、W1200及 びW900の枠組足場とし、塀外側は単管足場とする。外面は看板シー ト

養生とする。

現場事務所兼作業員休憩所は、 2間 ×3間 の2階建プレハブとする。また、電気、水道、電話
設備を設ける。

工作小屋は、 6間 ×10間 の単管 トラスとし、屋藻はカラー鉄板波板張 り、外部は布シー ト張
りとする。

3 基礎工事
概  要

櫓門の礎石下に布基礎コンクリー トを打設し、礎石、地覆石の据え付けを行う。

材  料
コンクリー ト  JIS表 示許可工場で製造された生コンクリー トを使用する。

JIS A5308レ ディミックスコンクリー ト

捨コンクリー ト  FC=1 5 0kg/cr  スランフ° S=1 5cm
躯体コンクリート FC=2 1 0kg/cr  スランフ° S=1 5cm

セメントの種類 普通ボル トランドセメント
混和材料    AE減 水剤標準形

モルタル    混合比 1:2
鉄  筋    D10-16 SD30(規 格品)

割栗石     径40皿内外

砂      細目 洗い砂
石  材     砂利敷、砕砂敷以外の石材は、すべて地元産 (太郎山麓)の緑色凝灰岩を

用いる。礎石にはアンカーボル ト穴を穿つ。

礎石・地覆石  ノミ切 り仕上げ、角面はコヤスケによリピン角とする。
控柱礎石    ノミ切 り仕上げとし、角はR面 とする。

土台下差し石  割石仕上げ程度とする。
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下見囲い 。木連格子

野物材 小屋材
野地 。見え隠れ材

赤杉小節

赤杉小節

赤杉一等

カロ 工

現場調査

原寸引付

材料加工

加工方法

原寸引付に先立ち、参考のため既存櫓の軒及び破風廻りの刷木を採り、型板

を作成する。

石垣高さ、天端高低差及び出入りを計測し、設計図書記載の寸法と比較検討

する。

袖塀は、櫓門本体、既存櫓及び石垣との取り合いが多く絡むので、現場での

事前検討を充分に行うものとする。

設計図書及び時代考証を加味し、上記型板、予め承認済みの瓦寸法等をもと

に原寸引付を行った後、監督者の検査を受ける。

材料は設計図書に従い材料検収に合格したものを使用する。

加工は原則として工場で行い、仕上げ養生 (天然フノリ紙貼りの上ダンボー

ルまたは2.7皿ベニヤ)したものを現場搬入し組み立てる。

下層軸部は台檜を用いる。原木より製材して乾燥させた材料を使用し、加工

は帯鋸、手押し及び自動鉤盤で材料の通り、矩手及び形状寸法を調整した後、

墨付けする。次に継手仕口等の加工を行い、必要に応じて仮組した後、飽仕上

げを施す。なお、木口には割れ止め用にクリアーラッカーを塗布する。

上層軸部は檜及び赤杉を用いる。加工方法は下層軸部と同様とする。

下層軸部、小屋組材のうち梁材は松丸太を用いる。加工はまず手斧等で荒削

りし、墨付けする。次に継手仕口等の加工を行い、必要に応じて仮組した後、

手斧で仕上げる。

小屋組材のうち梁以外については赤杉を用いる。加工方法は下層軸部に準ず

る。

軒廻 り材及び野地材は赤杉を用いる。反りものについては原寸図より作成し

た型板を使用して墨付けする。その他加工方法は下層軸部に準じ、見え掛 り化

粧材には鉤仕上げを施す。

懸魚ほかの彫刻を行う材料は台檜を用い、原寸図に従い製作する。

造作材及び床板は、檜を用いる。本体軸部との取 り合わせのため、仕口等及

び仕上げは現場で行うものとする。

下見囲い及び狭間には赤杉を用いる。加工方法は軒廻 り材に準ずる。

袖塀の見え掛 り柱及び貫は檜を用いる。加工方法は下層軸部に準ずる。

その他の袖塀部材は赤杉を用い、加工方法は軒廻 り材に準ずる。
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を使用する。施工箇所は各鬼瓦裏及び棟積みの短冊漆喰に用いる。

工 法

土居葺き

瓦  桟

葺足は3寸 とし、重ねごとに横歩み7分間隔程度に竹釘打ち。板傍に上下の目通
りが生じないように葺き上げる。

軒先は二枚重ね、棟及び隅棟は、突板を二枚重ねに折 り曲げ、葺き斑の生じない

ように葺きあげる。

土居葺き終了後、瓦の葺き足を割付け、通 りよく横桟を打ち付ける。次に葺き巾

の割付けに合わせて通 りよく縦桟を打ち付ける。櫓門下層及び袖塀は縦桟のみを打

ち付けるものとする。

空葺 き下地終了後、屋根面全面に防腐剤キシラモンTRク リアーを2回塗 りす
る。

瓦をよく選別 して仕合わせ、軒平瓦及び平瓦はステンレス釘止め、軒丸瓦、丸

瓦、棟積みは南蛮漆喰にて葺き上げる。

軒平瓦は、瓦留縦桟ヘステンレススクリュー釘 2本打ちとし、平瓦は約 4寸の葺
き足で揃い良く重ね面のなじみも良く葺き登 り、 5枚 目ごとにステンレススクリ
ユー釘 2本打ちとし、他は 1本打ちとする。
丸土は細 く置き、平瓦の隙間に押し込まぬようにする。軒丸瓦から次の九瓦への

線が折れぬように注意し、軒丸瓦は#16番銅線にて緊結し、丸瓦は3本 目ごとに#
18銅線で止め付ける。

瓦の葺き終 りに、野地から#16銅線を立ち上げ、面戸瓦を取 り付ける。面戸瓦取

り付け後、南蛮漆喰を置き込み、焚斗瓦、輪違い等の棟積みを行う。棟の素丸は 1

枚ごとにステンレス線にて奥斗瓦ごと大結びとする。

鬼瓦は取 り付け角度に注意し、#12銅線 4筋撚 り2箇所以上で地棟から引き付け
る。競瓦は統束を建てて固定する。

各種反り、反増 し及び棟積み等は監督者の指示により行う。

防腐剤塗

瓦  葺

6 左官工事
概  要

櫓門上層・袖塀壁面、各軒裏は丸竹下地、腕木上、垂木等は巻縄下地とし、櫓門外面及び袖

塀は大壁仕上げ、櫓門内面は真壁仕上げとする。ただし、下見囲い内面は荒壁仕上げとする。

材  料
小 舞 竹  径8分内外、 3年生以上秋伐の真竹丸竹及び割竹
粽 欄 縄  径2分
壁  土  粘土質で爽雑物のない良質土 (地元産)
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荒壁打ち

目潰し塗

斑直し塗

大直し塗

中 塗 り

漆喰上塗

破風ほか

スクリュー釘止めとし、間渡竹当たりは3分藁縄にて緊結する。
出桁、出梁には前記と同様の巻竹をステンレススクリュー釘で打ち付ける。

充分練 り返 した堅練 りの荒壁土を内側より小舞の下げ縄を持ち上げて手打ちす

る。手打ち壁が充分乾燥した後、同様の荒壁土を間渡竹の隠れるまで塗りあげる。

塗厚は荒壁裏返しとも5寸 とする。

揚裏は軒上より手打ちで塗 り込み、乾燥後軒裏より裏返しを行う。

前記調合の壁土をもって、下げ縄4本のうち2本を八の字に広げて塗り込み、平
均塗厚 5分に塗りあげる。
前記同様の壁土をもって、下げ縄の残り2本 を八の字に広げて塗り込み、充分に

押え込む。塗厚は5分平均に塗りあげる。
軒廻りは軒先の垂木割に合わせて作成した波型板をあてがい中塗り上を木銀にて

正確に塗りあげる。

径3分の藁縄を縦間隔2.5寸 に樽巻きし、荒壁土を充分に押え込み厚さ平均 5分に
塗りあげる。

中塗り土を用い、塗厚3分に充分押え込み、平滑に塗りあげる。
軒廻りは斑直し土が未乾燥のうちになじみよく塗りあげ、型板に合わせて正確か

つ平滑に塗りあげる。

以上、荒壁手打ちのほかは、いずれも下地が充分乾燥しないうちに塗り重ね、中

塗り完了の後は充分乾燥させる。

中塗りが充分乾燥した後、漆喰上塗り材を塗厚 1分に斑のないよう塗りあげ、充

分に銀押さえを行う。

塗り上げ後は急激な乾燥を避けるため、程度な養生を施す。

破風は前記下げ苧を3寸間隔に打ち廻した上、木摺漆喰、砂漆喰、漆喰上塗の順
に塗りあげる。砂漆喰は木摺漆喰が充分乾燥した後、上塗りは砂漆喰が未乾燥のう

ちに塗りあげる。

白土戸は横桟当たりに下げ苧を打ち、窓格子は粽欄縄巻きした下地に塗りあげる。

7 建具・金属工事
概  要

大扉 1組 (2枚)、 1替 り戸 1枚、上層部出入口白土戸 2枚、同窓白土戸 6組 (12枚)及び付
属の金物類を作成し建て込む。

材  料
木  材  檜 無節 (寸法及び取付方法の詳細は第 7節木材一覧を参照)

飾 金 物  鉄製。表面仕上げは錆止め (燐酸塩化成皮膜処理)の後、メラミン塗料焼付塗装
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腰下見板及び鉄砲狭間は、柿渋液に松墨粉を混ぜたものを2回塗 りする。調合は西櫓に合わ
せて現場調色する。

無色防腐剤塗

下層部本部 (建具含む)はキシラデコールカラレスを2回塗 りする。
美装工事

内部本部は水洗い、しみ抜きの上、ワックス 2回塗 りとする。
防蟻処理

床下部及び建物と塀からlmの範囲には、防蟻剤 (レ ントレク乳剤)に よる土壌処理を行

つ。

9 電気設備工事
概  要

防災設備として避雷針、自動火災報知器等を設置するほか、内部の照明設備を設ける。

材  料
避 雷 針     突針銅棒 (先端クロームメッキ)径 10× 250皿 2本

オ東上金同帯 3× 25mm

引下銅線支持黄銅管 径31.8皿l

接地銅板 900× 900× 1,5mm

アース棒 径14× 1500皿
自動火災報知設備 光電式スポット型煙感知器 1基

総合盤 (500× 240mm) 1基 (発信機、電鈴、表示灯各 1基を納める)

照明設備     スポット型 ミニハロゲンライト 6灯
スポットライト用吊具 3個
2回 コンセント (カ バー付) 2基
分電盤 (漏電遮断機付 540× 540mm) 1基

工  法
避雷針は、饒瓦尾部に突針を立て、大棟上に配した避雷銅帯と接続する。地表への垂下箇所は

後面南側とし、南櫓石垣内に接地銅板とアース棒を埋設する。地上にはコンクリー ト基礎の上に

銅線支持黄銅管を立てて保護 し、試験端子ボックスを設ける。

自動火災報知設備は、感知器を上層小屋内の最上部に設置し、発信機、電鈴、表示灯を納めた

総合盤は内壁に埋め込んで設置する。地中埋設電線により南櫓まで架線し、在来の南櫓自動火災

報知設備を通 じて市立山本鼎記念館に設置されている受信機 (中 央消防署直結)に接続する。
照明設備は、小屋梁丸太上に設置 し、分電盤は内壁に埋込型とする。壁内はスリープ管を埋め

込んで配線する。

一 だ 一
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番号 名  称 材   質 長 幅 厚 数量 取 付 方 法

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60
61

62

63

64

65

66

67
68
69
70
71

72
73
74

75
76
77
78

79

80
81

82
83
84

85
86
87
88
89
90
91

92
93
94

95
96
97
98
99
100

隅梁丸太
向梁丸太
柱
柱
柱繋
柱繋
柱繋
柱繋
柱繋
肘木
根太
敷居 (入日)

まぐさ(入口)

蹴込板 (入口)

一筋敷居(入口)

一筋鳴居(入口)

戸当り(入口)

寄せ
床板
床板目地
敷居 (窓)

鴨居 (窓 )

鯨束
桁 (妻 )

桁 (桁 )

妻受け梁
棟木
棟木
母屋
母屋
母屋
母屋
母屋
棟東
母屋東
母屋東
隅木東
隅木
小屋貫
小屋貫
小屋貫
小屋貫
小屋貫
垂木(平 )

垂木
垂木掛
垂木押え
裏板
裏板
裏板

松丸太
松丸太
檜小節
檜小節
檜小節
檜小節
檜小節
檜小節
檜小節
檜小節
檜小節
檜小節
檜小節
檜小節
檜小節
檜小節
檜小節
檜小節
檜小節
檜小節
檜小節
檜小節
檜一等
赤杉小節
赤杉小節
赤杉小節
赤杉小節
赤杉小節
赤杉小節
赤杉小節
赤杉小節
赤杉小節
赤杉小節
赤杉小節
赤杉小節
赤杉小節
赤杉小節
赤杉小節
赤杉小節
赤杉小節
赤杉小節
赤杉小節
赤杉小節
赤杉小節
赤杉小節
赤杉小節
赤杉小節
赤杉小節
赤杉小節
赤杉小節

10.000
9.050
12.000
13.500
8.400
7.600
6.800
7.600
3.350
3.850
13.000
6.200
9.200
6.200
13.300
13.300
6.200
2.650
9.500
9.500
5.900
5.900
4.000
22.300
14.600
19.500
14,200
13.400
14.200
13.400
13.600
7.500
6.900
9_500
5.000
3.000
3.500
12.000
14.600
13.900
13.000
8.000
7.450
16.540
7.080
16.500
16.500
6.340
4.880
5.840

1.000
1.000
0.700
0.800
0.750
0.750
0.750
0.700
0.700
0.650
0.500
0.730
0.700
0.200
0.570
0.570
0.480
0.180
1.010

0.080
0.470
0.470
0.200
0.750
0.750
0.750
0.700
0.700
0.600
0.600
0.600
0.600
0.600
0.500
0.480
0.480
0.480
0.500
0.130
0.130
0.130
0.130
0.130
0.300
0.300
0.300
0.150
0.800
0.800
0.800

0.700
0.800
0.600
0.600
0.600
0.600
0.600
0.700
0.350
0.250
0.600
0.900
0.300
0.300
0.300
0.300
0.150
0.050
0.300
0.300
0.600
0.700
0.700
0.700
0.550
0.550
0.500
0.500
0.500
0.500
0.500
0.500
0.480
0.480
0_480
0.450
0.430
0.430
0.430
0.430
0.430
0.350
0.350
0.600
0.600
0.050
0.050
0.050

4

4

20
2

2

8

2

2

4

16

33
2

2

2

2

2

4

4

78
76
6

6

2

2

6

2

1

2

2

4

4

2

2

7

14

14

4

4

7

12

6

7

4

52

24

2

2

30

30
150

柱より柄差し。向梁へ柄差し鼻栓打ち、肘木造出しとする。
柱より柄差し。小屋梁と組み、肘木造出しとする。
土台、肘木へ柄差し込み栓打ちとする。
梁、敷梁へ柄差しとする。
柱を柄差し通し、相手の柱繋で込栓打ちとする。

柱より柄差し込栓打ちとする。
土台へ大入れ、釘打ちとする。
柱ヘメチ入れ送り込む。
柱繋に同じ。
土台へ和釘止めとする。
床板へ釘打ちとする。
まぐさにメチ入れ、禾日金丁才丁ちとする。
敷鴨居へ二枚柄差し、柱ヘメチ入れ、和釘打ちとする。
柱へ突きつけ、釘止めとする。
土台へ大入れ、継目は目地棒を入れメカス止めとする。

柱へ雇いダ′1:込栓打ちとする。

棟木へ柄差し込栓打ちとする。
小屋梁へ渡リアゴ、継手は平柄込栓打ちとする。

向梁へ渡リアゴとする。
小屋東より柄差し。継手は鎌継ぎとする。

小屋梁及び棟木へ柄差しとする。
小屋梁及び母屋へ柄差しとする。

妻受け梁及び隅木へ柄差しとする。
桁及び出桁と組み、妻受け梁より束立ちとする。
小屋束を貫通し楔打ち。継手は略鎌継ぎとする。

棟木、母屋及び桁へ釘打ちとする。

小屋東と合欠き、和釘止めとする。
小屋束へ釘止めとする。
垂木へ釘打ち、継目は羽重ねとする。

一 "一
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OZ
8

9

Z

8

8

Z

8

Z

Z

ι
9

ヤI
ZI

Z

Z

Z

,

,

I

I

Z

Z

Z

I

Z

Z

Z

ヤ
Z

フ
Z

Z

OI

OI

OZ
,9

9Z
Z

ヤ
Z

Z

ZI

OZ
OZ
I

I

ZI

8

8

00Z・0

00Z・0

00Z・0

00Z・0

00Z・0

00Z・0

00Z・0

00Z・0

00Z・0

00Z・0

002・0

00Z・0

00Z・0

008・0

098・0

098・0

09Z・0

098・0

00,・0

099・0

099・0

099・0

099・0

099・0

099・0

099・0

0シI・0

0,I・0

0,I・0

099・0

099・0

099・0

009・0

090・0

081・0

001・0

0Z9・0

0ZS・0

090・0

020・0

020・0

0ιO・0

090・0

090・0

090・0

090・0

090‐0

090・0

090・0

090・0

OIヤ・0
09Z・0

09Z・0

09Z・0

09Z・0
009・0

009・0

009・0

009・0

009・0

09Z・0

09Z・0

09Z・0

09Z・0

09Z・0

09Z・0

098・0

009・0

00シ・0
018・0

018・0

018・0

008・0

000・0

098・0

098・0

099・0

09S・0

099・0

008・0

008・0

008・0

008・0

092・0

081・0

081・0

001・0

001・0

099・0

090・I

000・I

090・I

092・0

092・0

092・0

099・0

018・0

018・0

02ι・0
0Zι・0

009・ク
00Z・81

000・ZI

001・91

000・9

00Z・81

09Z・2

000・OI

00Z・81

006・81

009・I

00ヤ・ヤ
00Z・9

001・ι
00ヤ・フ
00Z・9

00Z・9

009・ι
099・ι
008・ZI

000・81

000・,I

000・ヤ
009・OI

000・81

000・
'I 006・61

000・81

00,・ヤI
000・81

00Z・,I

009・61

00Z・OI

00Z・81

000・81

009・9

061・I

08Z・I

008・0

000・I

O,I・I

OヤI・I

009・ι
096・8

09,・OI

00ヤ・ZI
00,・ZI

001・,I

009・シ
000・9

鰤苺裂平
裏レヽタ平
明レヽタ平
明レヽタ平
明レヽタ平
翡レヽタ平
鰤レヽタ平
明レヽタ平
蠣レヽタ平
明レヽタ平
明レヽ裂平
明レヽタ平
明レヽタ平
明Ψ外平
窮レヽタ平
明レヽタ平
明レヽ裂平
明レヽ外平
蜘レヽ外平
窮レヽタ平
明＼レタ平
明レヽタ平
明レヽタ平
鰤レヽ裂平
明レヽタ平
襲レヽタ平
明レヽタ平
襲レヽタ平
明レヽタ平
明レヽ外平
明レヽタ平
鰤＼レタ平
襲レヽタ平
窮レヽタ平
明レヽ裂平
明レヽタ平
明Ψ外平
裏レヽタ平
鰤レヽタ平
明レヽ外平
明レヽ裂平
明レヽタ平
1襲レヽ外平
1鯛レヽタ平
1明＼レタ平
1明レヽ外平
IWヽレタ平
1明レヽタ平
1明Ψ外平
1窮レヽク平

(7)■離
(軍)コ
= ([′幸)コ
= (挙)コI

(割)コ
= (軍)由董

(¥)由蟹
(留」)由蟹
(聾)由董
(■,|)由董
士裂
士郷

(彩)■郷
(彫)■窮
執下彰
摯下彫

(□Y)苦戦Ψ窮
(□Y)γ齢
(馴)袖|
(7)望7
(7)望驚
(彩)型碑
(¥)壁驚
(¥)望畔
(士)望町
(■)盈驚
(準)“Ψ
(士)“Ψ
(士)鰈Ψ
(士)平5
(士)Ψ覇
(単)Ψ
=屁撃

酔蟹ヨΨ
下■摯褒Ψ
摯■摯褒Ψ
酢童旦
訛」旦
¥園減
園教

1    園減
1    園堆
1    酔副
1    酔副
1    酢副
1    酔酬
1    酔副
1    4副
1    4蟹
1    酔置

091
6シI

8,I
ι,I
9ヤI

9,I
,,I
8'I
Z,I
IシI

O,I
681
881
ι81
981
981
シ81
881
ZOI
181

001
6ZI
8ZI
ιZI
9ZI
9ZI
ヤZI
8ZI
ZZI
IZI

OZI
611
811
ιII
911
SII
ヤII
811
ZII
III

OII
601
801
201
901
901
ヤOI
801
ZOI
101
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番号 名  称 材  質 長 幅 厚 数量 取 付 方 法

151
152
153
154
155
156
157
158
159
160
161
162
163
164
165
166
167
168
169
170
171
172
173
174
175
176
177
178
179
180
181
182
183
184
185
186
187
188
189
190

出桁
出桁
出桁
桁 (庇 )

桁 (庇 )

茅負 (桁 )

茅負 (桁 )

茅負 (妻 )

茅負 (隅 )

茅負 (庇)

茅負(庇 )

茅負(庇 )

登り裏甲
破風
登り瓦座
垂木
垂木
垂木
垂木(庇 )

面戸板
面戸板
面戸 (庇 )

面戸 (庇 )

野垂木(軒)

野垂木 (軒 )

野垂木(棟)

野垂木 (棟)

野垂木 (庇)

垂木掛 (庇 )

野地板
野地板
野地板
野地板
野地板 (庇 )

壁貫 (下 )

彫子受
彫子受
彫子受
彫子受
狭間受

赤杉一等
赤杉一等
赤杉―等
赤杉一等
赤杉一等
赤杉一等
赤杉一等
赤杉一等
赤杉一等
赤杉一等
赤杉―等
赤杉一等
赤杉―等
赤杉一等
赤杉―等
赤杉一等
赤杉―等
赤杉一等
赤杉―等
赤杉―等
赤杉一等
赤杉一等
赤杉一等
赤杉―等
赤杉―等
赤杉―等
赤杉―等
赤杉一等
赤杉一等
赤杉一等
赤杉―等
赤杉―等
赤杉一等
赤杉―等
赤杉―等
赤杉―等
赤杉―等
赤杉―等
赤杉一等
赤杉一等

15.700
13.000
5.700
13.800
13.000
12.280
11.420
14.700
6.900
12.270
11.670
6.440
12.000
11.200
12.000
4.600
2_700
1.200
4_500
1.230
1_190
1.200
1.200
5.000
3.000
5.000
5.000
4.100
13.200
12.000
11.670
10.800
6.340
13.200
13.000
8.000
6.600
5.000
2.000
5.700

0.550
0.550
0.550
0.550
0.550
0.400
0.400
0.400
0.400
0.400
0.400
0.400
0.700
0.200
0.250
0.300
0.300
0.300
0.300
0.100
0.100
0.090
0.090
0.300
0.300
0.300
0.300
0.300
0.200
0.400
0.400
0.400
0.400
0.400
0.150
0.260
0.260
0.260
0.260
0.180

0.460
0.460
0.460
0.460
0.460
0.200
0.200
0.200
0.200
0.200
0.200
0.200
0.200
1.000
0_200
0.370
0.350
0_350
0.250
0.500
0.500
0.430
0.530
0.200
0.200
0.200
0.100
0.260
0.750
0.090
0.090
0.090
0.090
0.090
0.600
0.160
0.160
0.160
0.160
0.180

4

4
4
2

4
2

2

8

2

1

1

4
4
4
8
8
8
28
30
58
27
27
84
12
20
36
28
3
60
48
74
74
30
8
12
14

6
7
4

1

肘木へ蟻落として載せ、継手は平柄込栓打ちとする。

梁へ蟻落としで載せ、継手は平柄込栓打ちとする。

垂木へ釘打ち。継手はメチ入れとする。

破風へ釘打ちとする。
母屋より雇い蟻とし、拝みはメチ入れ釘打ちとする。
裏甲へ釘打ちとする。
隅木へ柄差しとする。

垂木掛及び出桁へ釘打ちとする。
桁へ溝突き大入れとする。

垂木へ釘止めとする。

土台へ釘打ちとする。
垂木へ釘打ち。目透かし貼りとする。

柱をワタリ付で貫通し楔打ち。継手は略鎌継ぎとする。
笠木及び地覆へ柄差しとする。

柱へ突きつけ、釘止めとする。

2 袖  塀

番号 名  称 材   質 長 幅 厚 数量 取 付 方 法

1

2

3

4
5

6
7
8
9
10

柱
土台(南 )

土台(南 )

土台(南 )

土台(北 )

土台(北 )

土台(北 )

棟木(南 )

棟木(南 )

棟木(南 )

赤杉―等
赤杉一等
赤杉一等
赤杉一等
赤杉―等
赤杉一等
赤杉一等
赤杉一等
赤杉一等
赤杉一等

6.800
11,000
15.750
4.900
5.650
11.000
10.000
19.000
15.600
4.700

0.700
0.700
0.700
0.700
0.700
0.700
0.700
0.400
0.400
0.400

0.700
0.600
0.600
0.600
0.600
0.600
0.600
0.500
0.500
0.500

17
2

1

1

1

3
1

1

1

1

土台及び棟木へ柄差し込栓打ちとする。
石垣ヘヒカリ合わせ、アンカーボルトで固定する。
″継手は鎌継ぎとする。

柱より柄差し込栓打ち。継手は鎌継ぎとする。

一 "一
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的Ψ
(1黎ユ)Ψ窮

Ψ窮
Ψ
=半
=Ψ窮
Ψ巧
Ψ畷
釜園准
釜郷
基辞

(η繁ユ)摯祥
Ψ留」
酢碑塩
ΨI獅
コ
=Ψ護

彰レヽコ
彰レヽコ
髪レヽコ
彰レヽコ
彰レヽコ
彰レヽコ
彰「ヽ′コ
影レヽコ
彰レヽコ
彰「ヽ′コ
彰レヽコ
Ψ鮒留」
平剛
冨壽
暮壽
喜罰
暮爾

(2r)勢需
(2r)以用
(2r)勢甲
(2r)1′1甲

(lr)1′レ甲
(単)勢甲
(単)[′1需

(単)[′準甲
(単)身需
(単)1′1甲

(2r)Ψ辮
(畔)Ψ難
(]r)Ψ難

“

∝

“

鴻

”

お

■

”

帥

舒

ル

”

針

″

ル

レ

レ

帥

∝

“

κ

∝

∝

電

“

“

Ｉ

∝

“

“

Ｚ

％

％

π

“

“

マ

∝

６Ｉ

肛

Л

９Ｉ

釘

Ｈ

斜

ａ

Ｈ

009・0

00ι・0

089・0

089・0

089・0

089・0

089・0

089・0

081・0

0ιZ・0

089・0

000・0

008・0

00,・0

081・0

00Z・0

008・0

00,・0

00'・0

00'・0

00'・0

00'・0

00ヤ・0

00,・0

00,・0

00シ・0

00ヤ・0

00シ・0

09ヤ・0

09,・0

09ヤ・0

0gヤ・0

09,・0

09'・0

000・0

008・0

000・0

008・0

000・0

008・0

008・0

008・0

008・0

000・0

00シ・0

00,・0

007・0

000・OI

008・6

000・I

000・OZ

00シ‐91

000・9

006・91

09ι・6

000・9

000・シ

009・8

000・9

008・8

000・81

000・Z

00Z・81

009・Z

092・8

008・6

000・ZI

000・81

098・91

099・ιI

00ヤ・,

00Z・9

008・81

009`ιI

009・81

000・8

001・Z

006・ク

000・91

091・OI

09ι・91

009・6

001・II

006・8T

009・91

001‐ιI

008・8

009・9

00ι・
'I

009・91

000・61

009・6

008・61

00Z・91

鰤レヽ外平
鯛レヽタ平
明レヽタ平
窮ψ外平
明レヽタ平
明レヽタ平
螂ψ裂平
明レヽ裂平
岩―外平
島一裂平
窮―舜平
今―外平
妻―外半
島一外平
窮―夕平
告―外平
告――裂平
暑―裂平
場―舜平
翁―‐裂平
金―外平
場―外平
妻―外平
場―外平
窮―婢平
金―外平
窮―外平
場―夕平
窮―外平
令―夕平
場―夕平
島一外平
告―裂平
金―裂平
場―裂平
窮―舜平
場―外平
島一外平
窮―裂平
窮―外平
窮―外平
場―裂平
告―裂平
妻―外平
.島一裂平
|
1金―夕平
1暑―響平

I

Z

,

I

I

I

I

I

ヤI

09
ヤ

9

,

09

01Z
81

ZII

Z

I

I

I

I

I

I

I

I

I

Z

Z

ιI

Z

Z

9

Z

Z

Z

I

I

I

I

I

I

I

Z

I

I

I

001・0

008・0

008・0

008・0

008・0

000・0

000・0

000・0

081・0

091・0

09Z・0

000・0

00シ・0

090・0

081・0

09Z・0

0SZ・0

001・0

001‐0

001・0

001・0

00T・0

001・0

001・0

001・0

001・0

001・0

001・0

008・0

008・0

001・0

001・0

001・0

001・0

00,・0

00シ・0

00ヤ‐0

00'・0

00ヤ・0

00シ・0

00ヤ・0

00ヤ・0

00,・0

00'・0

009・0

009・0

009・0

°ツ準P,11“Ψヽ窮

°ツコ,lF“蜂理ヽ9`1lW71孝叫御ヽ留」
°叫29T“(|∝彰:IW

°ツIRl孝叫聾ヽ驚1■Ψ窮
°ワ,マψ7冥ヤマY]摯

°叫7711靱71子叫は単轟γ`Y≠
`〕

1翠
°1畔7摯需l`Yチr]lW
°?1褥lF鰺平ヽ垂
°ツ
"911“

4ヽ7罰
°ツ準褥1,“山ヽ董

02,7711“、L′
1甲p■Ψ辮

°?,裂Y夕ΥI士蒋°711“平ヽ垂

°912711碑7ηttη孝ユ恐

°ツ,ア(|∝予ギ1士識°71141ヨ暮ユ辞

°ヮ,茶識難ギ1士剛°91準)Q2黎罰平ヽ利

○?,希識難‖士識○,477η翼叫n!鷺

書塁 帥普夏  絆墾 彎 喜準自 沼軍■ル迎



厚 数量 取 付 方 法材  質 長 幅番号 名  称

0.100
0.100
0.100
0.100
0.100
0.100
0.300
0.300
0.300
0.300
0.300
0.300
0.295
0.300
0.200
0.460
0.400
0.360
0.360
0.050
0.050
0.070
0.070
0.700
0.650
0.700
0.150
0.250
0.080
0.100
0.100
0.100
0.100
0.100
0.100
0.100
0.100
0.100
0.100
0.100
0.580
0.600
0.300
0.300
0_300
0.300
0.300

1

1

1

1

4

2

1

1

1

1

1

4

2

2

50
2

7

3

1

56

15

7

7

14

2

4

2

8

4

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

6

6

3

3

1

1

笠木へ釘打ちとする。

石垣ヘヒカ1,合わせ、土台へ折釘打ちとする。

地覆ヘメチ入れ、柱へ折釘打ちとする。
土台へ折釘打ちとする。
笠木へ柄差し、地覆へ突きつけ、彫受へ和釘打ちとする。
笠木及び地覆より柄差し込栓打ちとする。

彫受へ釘打ちとする。

狭間受へ釘止めとする。
縦板へ突きつけ、狭間受へ釘止めとする。
上板へ突きつけとする。
土台より柄差しとする。
土台へ柄差し割楔打ち、斜柱より柄差し込栓止めとする。
土台へ短柄差しとする。
柱ヘメチ入れとする。
柱へ釘打ちとする。
広小舞へ釘打ちとする。

土台及び棟木へ柄差し込栓止めとする。
礎石よリアンカーボルト差し通し、貫穴でナット締めとする。
柱をワタ1,付で貫通し楔打ちとする。
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檜小節
檜小節

16.000
5.200
16.600
20.200
1.000

10.000
9.750
15.900
1.500

12.800
20.000
2.100
6.500
9.800
3.250
4.500
4.500
4.500
4.500
6.000
6.000
1.150

1.150

1.000

9.100
2.500
1.500

2.600
6.200
18.600
17.800
13.800
6.600
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18.050
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18.200
12.000
9.800
9.000
6.700
5.000
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5.700
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1.500
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0.500
0.650
0.580
0.580
0.580
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0.580
0.580
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0.700
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0.400
0.360
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0.650
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1.200
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水切
水切
水切
水切
水切
水切 (石落し)
地覆
地覆
地覆
地覆
地覆
地覆
地覆(斜)

地覆(石落し)
彫子
端彫
隅彫
隅彫
隅彫
腰板
腰板 (石落し)
狭間
狭間
狭間
土台(石落し)
土台(石落し)
土台繋
破風
見切板
裏甲
裏甲
裏甲
裏甲
裏甲
裏甲
裏甲
裏甲
裏甲
裏甲
裏甲
柱
控柱
控貫
控貫
控貫
繋貫
繋貫
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第 4章 上田城跡整備事業の概要
平成2年度から平成6年度にかけて実施した上田城跡調査・整備事業の主要事業は下記のとおりである。

※事業費の単位は千円。また、「*」 は商工部主管で実施した事業である。

一 %―

年 度 事 業 名 称 事業費 事 業 の 内 容
平成2年 度 二の九北虎口石垣修復工事

二の丸排水路敷設工事

電線地中埋設工事

上田城跡整備基本計画書作成委託

上田城跡整備事業実施設計委託

発掘調査

20,600

8,003

* 3,894

12,968

3,605

8,280

発掘調査結果に基づいて、二の丸北虎口北側の石垣を修復

本丸堀法面の保護を目的として堀東側に石張りの排水路
(一部埋設)を敷設

市民会館駐車場付近の空中電線を地中埋設

「史跡上田城跡整備基本計画書」の作成を委託

石垣修復・排水路敷設工事ほかの実施設計委託

本丸東虎口・二の九北虎口ほかの発掘調査

平成3年 度 本丸堀浚せつ工事

本丸東虎口櫓門基本設計委託

本丸東虎口櫓門実施設計委託

本丸東虎口櫓門復元工事

身体障害者用トイレ設置工事

発掘調査

68,958

3,907

9,167

30,000
* 2,739

5,915

堀底のヘドロ等を浚せつ。排水施設を整備

本丸東虎口櫓門の基本設計委託

本丸東虎口櫓門の実施設計委託

本丸東虎口櫓門の復元工事

市民会館駐車場に身体障害者用のトイレを新設
本丸西虎口・二の丸北虎日の発掘調査 (一部国庫補助事
業)

平成4年 度 本丸東虎口櫓門復元工事

櫓門復元工事監理委託

本丸東虎口共同溝敷設工事

本丸西虎口整備工事

電線地中埋設工事

史跡内民家移転

発掘調査

200,000

2,596

6,983

6,190
*22,306

11,260

8,052

本丸東虎口櫓門の復元工事

櫓門復元工事に伴う工事監理委託

櫓門復元工事に先立ち水道管 。電線等を共同溝に集約

石垣・櫓・櫓門の遺構を地上表示により平面的に整備

二の九北虎口付近の空中電線を地中埋設

史跡内の店舗兼住宅を移転 (国庫補助事業)

二の丸西虎口ほかの発掘調査 (国庫補助事業)

平成5年 度 本丸東虎口櫓門復元工事

櫓門復元工事監理委託
二の丸北虎口整備工事

本丸東虎口整備工事

二の丸西虎口周辺歩車道整備工事

電線地中埋設工事

発掘調査

109,900

3,172

53,560

38,697

37,904
* 8,700

10,013

完成 (総事業費 339,900千 円)

櫓門復元工事に伴う工事監理委託

二の丸北虎口の南側石垣・櫓門礎石を復元。陸上競技場正
門移転
櫓門前面土橋の石垣修復・武者立石段復元。放水銃地中埋
設
小泉曲輪 (市民体育館付近)の歩車道を修景整備
二の丸西虎口・櫓自火報電線の空中電線を地中埋設

本丸上段部 (郭西側)の発掘調査 (国庫補助事業)

平成6年 度 櫓門照明工事
二の丸北虎口照明工事

石垣修復用石材採取委託

公図調査委託
北櫓改修工事

発掘調査 8,002

1,751

1,442

5,820

1,236
5,049

櫓門・南北櫓のライトアップ設備
二の丸北虎口の夜間照明設備の整備

石垣修復用の石材 (緑色凝灰岩)採取を委託

史跡指定地の公図と現況の調査委託。
北櫓の一般公開に先立ち、床の張り替えと階段を改修。照
明設備を設置

本丸上段部 (土塁・郭北側)の発掘調査 (国庫補助事業)
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23 上層組み立て
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37 瓦桟 。木連格子
取り付け

38 敷平瓦・軒平瓦
葺き

― "一



―

一κ―

♀阜戦朝 乙レ♀些肇1望lF Lレ

■潮♀革
=±
 0シ

妥¥k砕喜0=± 68



■ロロロロ~

43 鯨瓦

44 大棟葺き
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49 破風尻 部分

50 床板張り
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51 下見板 取り付け 52 下見板 古色塗り
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57 袖塀土台
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76 二の丸排水路
敷設工事

77 本丸掘浚せつ工事
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78 本丸堀浚せつ工事
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82 二の丸北虎口整備
工事 (施工前)

83 二の丸北虎口整備
工事 (施工前)

84 二の丸北虎回整備
工事 (施工前)
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88 本丸東虎回
整備工事

89 本丸東虎口
整備工事

90 本丸東虎口整備
工事 放水銃埋設
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